
日時：2023年2月19日（日）13:00~17:00
会場：岡山県倉敷市茶屋町早沖76  有限会社沖宗 工場
内容：工場のリハビリの事始めに、天井の煤払い（すすはらい）を作家の柳楽晃太郎、藤田龍平がパフォーマンスとして
　　　おこないます。煤払いの見学や体験、場所のリハビリという新しい芸術活動の開始宣言と紹介をおこないます。

参加費：無料
スケジュール
　　13:00~受付開始
　　13:30~開始宣言　場所のリハビリの紹介
　　14:00~煤払い開始
　　16:00~煤払い終了
　　16:30~工場見学　質疑応答
　　16:50~閉会のあいさつ　解散

注意
１：車でお越しの方は駐車場が１０台程度駐車可能です。なるべく乗り合わせ、公共機関をご利用の上お越しください。
２：当日は埃が舞う環境での作業になります。マスクの着用、体験を希望される方は汚れてもよい格好でお越しください。

問い合わせ先　(作家柳楽直通）
Email: nagirakotaro@gmail,com
Tel: 090-3748-8623
　　　

会場地図情報はこちらを参照ください。→

煤払い
場所のリハビリ



場所のリハビリ

開始宣言

　私たちはここ有限会社沖宗の工場にて芸術活動「場所のリハビリ」の開始を宣言します。
2023年2月19日　共同主催者　溝手久弥　柳楽晃太郎　藤田龍平

活動主旨
これは岡山県の早沖にある有限会社沖宗のノコギリ屋根の工場を舞台に、そこに関わる人と場所が本来持っていた機能や目的に注目し、それを表現の
力を借りて再び取り戻していくための芸術活動です。タイトルにリノベーションではなくリハビリを選んだ理由は、この活動が場所の刷新ではなく復権・復
活という意識で取り組んでいること、より多くの人に活動のイメージが伝わりやすい言葉だったことです。
　工場の機能と目的は物を作り販売をすることです。それは創造のために考えられた空間ともいえます。その機能と目的を取り戻すため、掃除、手入れをし
ていきます。ここでは将来、作家の制作活動を直に見ることができます。また展示された作品を購入したり、委託制作を発注することもできます。これは工場
本来の目的と力を活かした芸術の形、新しいビジネスモデルの提案です。これらはこの場所のもつ可能性の一つです。人がものを作るには活力が必要で
す。ここではそんな力もリハビリしていきます。そのために工場では自然光を照明として使用します。日が昇ったら仕事をはじめ、日が沈んだら帰って自分の
ことをする。作業中は良く声を掛け合い、挨拶を欠かさないことで互いの関係を維持していきます。ここは人と時間と向き合うための空間になっていきます
。当たり前のことですが、そのことから遠ざかりがちな現代生活に対して、もう一度その当たり前に向き合うことが、その場に関わる一人一人の活力も取り戻
していくことに繋がると考えています。
　この活動は慈善活動や社会福祉活動ではありません。あくまで最終的な目標はこの活動で自分達の生活を成立させるための営利活動であると考えて
います。場所や人のリハビリを行う目的も突き詰めると自分達がより良く生きるためです。これを実践して見せてこそ活動の価値を証明することになると考
えています。

　
大切なこと
　美しさを作るという意味では掃除は美術であると考えています。挨拶は付き合いの基本です。リハビリは一人ではできません。その場所で
働く人同士の付き合い、取り巻く環境や、ご近所さんとの付き合い、お互いを尊重しあって活動を進めて行くことが長く継続した活動を支え
る礎になります。

　　　


